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こんにゃく製品摂取による皮膚の保水性向上効果の検証

高畑浩之・荒木美和子事・向井克之 *2

緒雷

こんにゃくいもには、およそ精粉成分 10%、飛

粉成分 5%を含んでいるが、この飛粉部分にセラ

ミドが特に多く含まれていることが明らかにされた

九このこんにゃくセラミドは、 1日 0.6 mgの摂

取で皮膚の保水性向上効果があり、飛粉 100g中に

は200mg程度、生いもこんにゃく 100g中には多

いもので 1mg程度含まれていることが報告されて

いる。そこで、生いもこんにゃくの消費拡大や、こ

んにゃくいもの安定生産、園内自給率の維持向上へ

の寄与を目的に、生いもこんにゃく等の摂取による

皮膚の保水性向上効果の検証を行うこととした。

鼠験方法

1 摂取内容

被験者は所内職員ボランティアで行った。試料区

は、肌タイプ(自己申告)、性別、年齢で均等に 3

区に分けた。試料の割り当ては試験の第三者が無作

為に決め、測定者にはわからないよう配布した。

試料 生いもこんにゃく、精粉こんにゃく、

セラミド添加精粉こんにゃく

摂取量 約 100g/日

摂取期間 6週間 (2004.1.24""' 2004.3 .6) 

被験者 15名/区(計45、男性 18、女性 27)

2 調査内容

調査時期は、摂取直前 ・摂取開始3週間後 ・6週

間後・摂取終了 2週間後とした。

1)皮膚水分の機器測定

皮膚の機器測定には、被験者に室温 20
0

C、湿度 40

%に空調設定した室内で 1時間休養してもらった

後、測定を行った。皮膚水分蒸散量は、蒸散水分計

Tewameter TM210を用いて、腕内側で測定した。表

面水分量、角質水分量、角層膜厚、高周波アドミッ

タンスは、皮膚水分計ASAHIBIOMED ASA・Mlを

用いて、腕内側、目尻、頬で行った。また、頬皮膚

についてマイクロスコープで撮影した。
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2)アンケート

皮膚(11項目)、便秘(1)、下痢(1)、体調(1)、こ

んにゃく(10) について質問した。

3)摂取試料の成分

水分、セラミド含量等を測定した。

結果および考察

1 摂取内容

試料は、玉こんにゃくの形態とした。生いもこん

にゃくは、いもの 3.7倍加水(アク水含む)とした。

セラミド低含有の対照品として、 40倍加水の精粉

こんにゃくを供試した。また、セラミド高含量のこ

んにゃくとして、100g中に飛粉 4.2gを含むこん

にゃくを調製したところ、色は黒いものの食味上の

問題はなかったが、相応の飛粉を長期間摂取した例

が見あたらなかったことから、今回は、こんにゃく

抽出粉末(ユニチカ(株))を添加した 40倍加水

の精粉こんにゃくを供試した。また、試験中、摂取

を途中で中止した被験者はなかった。

2 調査結果

1)皮膚水分の機器測定

皮膚水分蒸散量の数値低下は皮膚ノミリア性の向上

を示すが、 3試料区共に数値が低下した(図1)。

測定室の室温は 20"c土 1"C程度と安定していたが、

湿度は各調査時期でそれぞれ 33、34、36、37%程

度と季節的な変動があった。水分蒸散量の測定では、

この湿度変動の影響が無視できなかった可能性があ

った。皮膚水分計による測定ではどの項目も摂取前

後の有意な変化がなく(データ略)、摂取内容に関

係なく、腕では大差ないが、目尻、頬で有意な男女

差がみられた。なお、試験期間中の被験者の体重に

有意な変化はなかった(データ略)。

2) アンケート

体感による肌の潤いは、 3試料問で有意差(5 %) 
はなかった (Kruskal-Wallis Test P値:3週間目

0.14、6週間目 0.09、終了 2週間後 0.31)が、「生

いも」及び「精粉+抽出物j では、約半数が摂取中

の改善を回答した(図 2)。肌の張りや肌の総合評

価でも同様な傾向であった(データ略)0 r精粉J

-40-



高畑他:こんにゃく製品摂取による皮膚の保水性向上効果の検証

表1摂取こんにゃくの重量及び品質

1日分(n=20) 水分 灰分 セラミド含量
平均1:SD(g) (覧) (唱) (mg!100g) 

生いも 91 1:5.8 97.2 0.20 0.76 
精粉 991:5.8 97.8 0.09 0.03 
精粉+抽出物 94 1:5.8 97.4 0.11 0.93 
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図 1 水分蒸散量の変化(腕)
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図2 被験者アンケート 肌の潤い
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図3 被験者アンケート 肌のかゆみ
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図4 被験者アンケート 便秘
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図 5 被験者アンケート 摂取終了 2週間後の噌好性

でも 2~3 人が、 肌の潤いが改善~やや改善と回答

しており整腸作用の影響も考えられた。肌のかゆみ

(図 3)は、元々自覚のなかった人も含んでいる。 6

週間目の肌のコメント欄には、「生いもJ10名、「精

粉J1名、「精粉十抽出物J6名が、実感として肌の

状態が改善されたことを記述していた。同様に体調

欄に、 3、0、3名が特に便秘改善の記述していた。

供試品については、“おいしい"と“ややおいし

い"の合計は、「生いもJ14名、「精粉JIO名、「精

粉+抽出物JII名であり比較的おいしいととらえ

られていた。連続摂取後も高い噌好性があり(図 5)、

こんにゃくは、食べるきっかけや習慣さえあれば、

消費の拡大する余地のある食材であると思われた。
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Verification of Effect on Water Retention Ability of Skin 

by Konnyaku Ingestion 
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